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下

市

田

公

民

館

下
市
田
公
民
館
は
創
立
後
三
十
年
近
い
歳
月
が
流
れ

区
政
、
公
民
館
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。

現
在
の
建
物
の
建
設
以
前
は
荒
神
様
の
社
務
所
を
区

の
事
務
所
と
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
初
か
ら
区
有

林
を
売
却
し
た
資
金
を
基
に
公
民
館
を
建
設
し
よ
う
と

い
う
区
民
の
総
意
に
よ
り
、
三
十
四
年
春
着
工
、
十
月

十
五
日
に
竣
工
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
公
民
館
と

し
て
は
、
体
育
館
を
兼
ね
た
舞
台
付
の
講
堂
、
会
議
室

と
兼
用
の
結
婚
式
場
、
集
会
室
、
青
年
研
修
室
、
図
書

室
、
調
理
場
等
時
代
を
先
ど
り
し
た
近
隣
に
み
ら
れ
な

い
、
近
代
的
建
物
で
あ

っ
た
。

当
時
は

一
〇
〇
〇
ぽ
余
の
敷
地
に
総
延
面
積
木
造
六

〇
〇
ピ
の
建
物
を
久
保
田
正
吉
氏
の
設
計
に
よ
り
五
〇

〇
万
円
余
の
工
事
費
で
三
六
組
を
は
じ
め
と
し
た
業
者

が
施
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

長
年
区
民
に
親
し
ま
れ
活
用
さ
れ
た
施
設
も
、
何
時

か
時
代
に
そ
っ
た
建
物

へ
の
模
様
替
え
の
声
も
聞
か
れ

る
時
期
と
も
な

っ
た
。
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区
の
ILEL
I目

葬ヽ
ノマ

に
て)

) 、

セ ｀

て

区
長

下

井

武

平

一
、
裁
判
の
其
の
後
に
つ
き
ま
　
四
、
工
業
団
地
に
つ
き
ま
し
て

し
て
は
、
去
る
八
月
二
十
六
日
、
は
、
現
在
旭
松
食
品
閉
、
綿
半

十
月
六
日
、
十

一
月
十
五
日
の
　
鋼
機
脚
、
小
林
工
業
脚
、
欄
綿

三
回
開
廷
さ
れ
い
ず
れ
も
西
沢
　
藤
、
欄
外
松
、
板
国
油
店
、
北

弁
護
士

一
人
上
京
さ
れ
、
次
回
　
星
ハ
ウ
ス
欄
、
ト
キ
ナ
ー
光
学

十
二
月
二
十
日
い
よ
い
よ
結
審
　
脚
、
欄
岡
谷
酸
素
の
九
社
が
操

の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
何
と
　
業
又
は
敷
地
の
使
用
を
始
め
て

し
て
も
勝
訴
を
祈
る
次
第
で
あ
　
い
ま
す
。
区
と
し
て
は
残
り
七

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
の
早
期
の
操
業
開
始
を
望
む

二
、
土
木
工
事
に
つ
き
ま
し
て
　
次
第
で
あ
り
ま
す
。

は
、　
一
―

一
号
線
、　
一
―
三
号
　
　
終
り
に
代
議
員

・
区
の
各
委

線
が
着
工
と
な
り
時
に
は
通
行
　
日貝
・
常
会
長
及
び
公
民
館
役
員

止
に
な
り
ま
す
が
御
協
力
を
願
　
の
任
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
任

い
ま
す
。
又
間
ケ
沢
堤
の
斜
樋
　
期
中
は
大
変
御
苦
労
様
で
し
た

の
改
修
工
事
は
十
月
末
に
完
成
、
　

又
萩
山
神
社
の
氏
子
総
代
が

今
水
を
溜
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
三
年
間
御

三
、
六
十
四
年
度
各
種
事
業
の
　
苦
労
様
で
し
た
。

計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
関
　
　
猶
新
た
に
選
任
さ
れ
た
方
々

係
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
　
の
御
活
躍
を
御
期
待
い
た
し
ま

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
す
。

カラオケ大会であいさつする区長

昭和63年度 下市田区一般会計中間報告書

自昭和63年 4月 1日 ～至昭和63年 9月 30日

収 入 金 計 33,430,226円

支 出 金 計 16,971,675円

差 引 残 高 16,458,551円
収入の部

支出の部

項 目 予 算 額 (千円) 既 収 入 額 (円 ) 予 算 残 高 (円 ) 摘 要

1.区 費 12,240 7,052,400 5,187,600 道路基金収入を含む
個人・法人・区費

2.繰  入  金 8,021 6,776,020 1,244,980 地域振興資金

3.町 支 出 金 3,800 2,905,388 894,612 道路改良補助金 他

4.財 産 収 入
|

1,000 147,000 853,000

道路改良地元負担金

家賃 他

5.寄  付  金 2,600 1,463,954 1,136,046

△ 12,276,857

7.諸  収  入 1,600 1,808,607

13,276,857
|

△  208,6071山作業出不足金

収 入 合 計 30,261 33,430,226 △  3,169,226

項 目 予 算 額 (千円) 既 支 出 額 (円 ) 予 算 残 高 (円 )

6,371,776

摘 要

1.総  務  費 11,219 4,847,224

2.厚  生  費 587 366,100 220,900

3.林  務  費

6,662,801

886,240 603,760

4.土  木  費 7,060 397,199 用地補償費 他

5.水  利  費 1,949,510 2,055,490 間ケ沢貯水池整備費 他

1,478 959,800

2.666 1,300,000 1,366,000 公民館助成

8.予  備  費 1,756 0 1,756,000

30,261

呵

6.繰  越  金 1    1,0001

|

1,4e0 
]

4,005

6.消  防  費
|

518,200 1

7.公 民 館 費
|

支 出 合 計  | 16,971,6751 13,289,3251
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下
市

田
の

古
木

。
大
木
巡
礼

古
木
大
木
の
あ
る
地
域
に
は

何
と
な
く
文
化
の
匂
い
が
漂

っ

て
い
る
。

下
市
田
で
目
立

つ
大
木
は
、

日
影

・
久
保
田
昌
幸
さ
ん
裏
手

の
大
欅
が
あ
げ
ら
れ
る
。
幹
の

太
さ
三
Ｍ
七
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

一、荒
神
社
の
境
内
に
は
、
三
Ｍ

以
上
の
樹
木
が
三
本
あ
る
。

一、榎
が
三
Ｍ
五
五
、
大
杉
が
三

Ｍ
五
三
、
黒
松
が
三
Ｍ
四
〇
。

こ
の
黒
松
は
町
内
随

一
の
巨

木
で
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

一、萩
山
神
社
の
境
内
に
は
、
三

Ｍ
以
上
の
樹
木
が
な
く
、　
一
寸

さ
び
し
い
。
参
道
左
側
に
二
Ｍ

七
五
の
赤
松
は
あ
る
。

一、も
み
の
樹
で
は
、
南
小
の
西

蜂
谷
睦
雄
さ
ん
の
氏

神
の
も
の
が
目
に
つ

く
。
太
さ
二
Ｍ
八
〇

一、桧
は
、
二
Ｍ
七
五

の
荒
神
社
の
も
の
が

大
き
い
。

も
の
が
二
Ｍ
七
〇
。

一、く
ぬ
ぎ
は
、
二
Ｍ
五
〇
の
橋

都
正
さ
ん
の
ボ
チ
の
も
の
が
あ

る
。
一、胡
桃
で
は
、
二
Ｍ

一
〇
の
も

の
が
、
松
島
信
幸
さ
ん
の
屋
敷

内
に
あ
る
。

一、
い
ち
う
は
、
松
源
寺
の
境
内

に
あ
る
も
の
が

一
Ｍ
五
〇
。

一、柏
で
は
、
上
市
場

・
中
村
藤

雄
さ
ん
宅
の
裏
手
の
も
の
が
、

一
Ｍ
七
五
。

一、も
く
ろ
じ
は
、　
一
Ｍ
四
〇
の

下
市
田
公
園
の
も
の
は
珍
ら
し

一、し
ろ
も
く
れ
ん
は
、
洞

―
不

村
喜
威
さ
ん
の

一
Ｍ
四
〇
、
毎

年
清
そ
な
花
を
咲
か

せ
る
。

一、
ゆ
り
の
木
、
出
砂

原
堤
防
ぎ
わ
の
茂
吉

の
碑
の
傍
ら
に
あ
り

一
Ｍ
七
〇
。

一、
栗
は
、
松
源
寺
裏

山
の
も
の
が
、　
一
Ｍ

六
八
。

一、
か
え
で
は
、　
一
Ｍ

二
八
の
も
の
が
橋
都

利
彦
さ
ん
の
家
の
裏

手
に
あ
る
。
秋
の
紅
葉
は
素
晴

し
い
。

一、
ま
ゆ
み
の
樹
は
、
何
と

一
Ｍ

二
八
の
も
の
が
松
源
寺
の
本
堂

裏
に
あ
る
。
こ
れ
は
他
に
な
い

と
思
う
。

じ
、
出
砂
原
六
地
蔵
前
に

の
が
幹
の
直
径
で
七
〇
セ

な
の
木
が
同
じ
土
地
に
立

い
る
太
さ

一
Ｍ
二
七
。

一、日
通
り
の
幹
の
太
さ
で
、
標

て
茂
り
樹
高

一
五
Ｍ
位
で
樹
勢

極
め
て
旺
盛
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
の
う
ち
、

一、栂
の
大
き
な
樹
の
所
在
が
あ

り
ま
し
た
ら
御
教
示
を
い
た
だ

き
た
い
。

こ
の
他

一
位

・
ね

む
の
木

・
柳

・
夏

つ

ば
き

・
み
づ
き

・
桐

等
々
が
あ
る
。

尚
桑
の
木
を
大
き

く
育
て
、
大
木
と
し

後
世
に
残
し
た
い
。

桑
の
大
木
は
泰
阜

村
に
あ
る
、

一、
長
司
ケ
洞
を
三
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登

っ

た
左
手
に
珍
ら
し
い

落
葉
樹
が

一
本
立

っ
て
い
る
。

目
通
り
で
幹
の
太
さ
が
二
Ｍ
三

〇
セ
ン
チ
、樹
肌
は
ク
ロ
ベ
（ネ

ヅ
コ
）
に
よ
く
似
て
い
る
が
、

常
緑
樹
で
は
な
い
。

一、
メ
タ
セ
コ
イ
ャ
か
と
思
わ
れ

る
が
、
あ
の
土
地
に
自
生
し
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
関
心

の
お
あ
り
の
方
は
実
見
さ
れ
、

樹
の
名
称
を
お
調
べ
願
い
た
い

尚
、
山
路
さ
ん
の
庭
内
に
は

南
方
の
珍
ら
し
い
赤
い
実
の
な

る
木
が
あ
る
、
タ
ラ
ョ
ウ
と
云

巨
にフ

ね。

り
山

の

さ
三
Ｍ
あ
り
、
樹
形
も
良
い
。

一、柊
で
は
、
太
さ
四
Ｍ
六
〇
の

上
沼
正
清
さ
ん
の
も
の
は
、
別

格
で
あ
る
。

一、市
田
柿
の
大
樹
は
、
松
岡
城

跡
の
空
堀
に
あ
る
。
松
源
寺
の

所
有
で
太
さ
二
Ｍ

一
〇
、
町
内

第

一
位
の
も
の
。
秋
に
は
赤
い

実
を
見
せ
る
。
樹
令
三
百
余
年

で
、
市
田
柿
の
母
樹
と
し
て
、

世
に
出
し
た
い
。

一、桜
で
は
、
市
場

・
唐
沢
氏
神

の
さ
く
ら
は
、
太
さ
三
Ｍ
三
〇
、

つ
づ
い
て
、
桜
堂
の
さ
く
ら
が

太
さ
三
Ｍ
Ｏ
八
、
こ
の
桜
は
花

色
の
良
さ
で
出
色
の
も
の
。

一、さ
わ
ら
の
木
は
、
古
御
家
の

も

の
は
幹

の
太
　
一、
あ
ら
が
し
は
下
市
田
公
園
の

荒神様の大杉

つ
=ン あ スて は チ る ふ

一、椿
は
、　
一
Ｍ
三
〇
の
も
の
が

井
駒
家
の
牛
舎
の
傍
ら
今
川
さ

ん
の
ボ
チ
に
あ
る
。

一、ち
ゃ
ん
ち
ん
ぼ
く
、
〇

・
九

六
の
も
の
が
間
ケ
沢
に
生
え
て

い
る
、
原
正
さ
ん
所
有
。

一、
さ
る
す
べ
り
、
〇

・
九
二
の

も
の
が
松
源
寺
の
境
内
に
あ
る
。

一、び
わ
、
同
じ
く
松
源
寺
の
境

内
南
隅
に
あ
る
も
の
が

一
番
大

き
い
。

一、梅
は
、
太
さ

一
Ｍ

一
七
の
も

の
が
松
源
寺
裏
手
旧
道

（長
司

ケ
洞
へ
下
る
）
の
傍
ら
に
あ
る

の
が
古
い
。

一、
こ
ぶ
し
、
南
小
教
員
住
宅
の

前
に
あ
る
の
が

一
Ｍ
五
〇
で
下

市
田
と
し
て
は

一
番
大
き
い
。

記
に
つ
ぐ
樹
木
を
挙
げ
る
と
、

一、榎
、
三
Ｍ

一
〇
塩
沢
惟
皓

・

福
島
芳
彦

・
坂
牧
敏
彦
さ
ん
ら

の
氏
神
に
あ
る
も
の
。

一、欅
、
三
Ｍ
Ｏ
Ｏ
松
島
信
幸
さ

ん
。
一、杉
、
三
Ｍ
Ｏ
六
安
養
寺
。

一、も
み
、
二
Ｍ
九
五
荒
神
社
境

内
。
一、柊
、
二
Ｍ
六
七
北
島
州
平
さ

ん
。
一、
赤
松
、
二
Ｍ
Ｏ
Ｏ
大
丸
山
公

園
。
一、町
本
に
指
定
さ
れ
て
い
る
金

木
犀
は
、
古
御
家
の
下
の
北
沢

三
雄
さ
ん
の
宅
地
内
の
も
の
が

大
き
い
。
太
さ

一
Ｍ
七
〇
セ
ン

チ
あ
り
、
幹
が
十
数
本
に
別
れ

っ
山皿
冊
１１Ｔ
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Ｔ̈ＩＩ‐
＝

. メ ｀ト

慮‐

“

:|

=●

字

-

‥

嘔

Ｊ

層

町

デ

‐
ャ
．
ｒ
●̈
・

Ｉ
．
■
ｔ
　
一■
‥

．
●
．「

・
ざ
二

・

いヽ

′

騰
｀

紬
”無
ぶ
・

Ｌ

は
、

い
　
　
、
　
Ｌ
ヽ

．
ム
４　
．

`.●

・゙

‥『
翻
・



昭和63年 12月 1日 下 市 田 区 報 第 14号 (4)

回

カ

ラ

オ

ケ

一ヽ
ミ
゛
ミ
一ミ
ミ
ヾ
達
」一一ミ
ミ
筵
一

下
市
田
区
で
は
去
る
九
月
一
一　

ｏ
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

十
五
日

（
日
）
夜
公
民
館
に
お
　
　
「京
都
去
り
が
た
し
」

い
て
第
六
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
　
　
　
新

井

　

衛
さ
ん
（
一
区
）

開
催
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
―
‥

・
磁
υ

‐Ｆ
Ｅ

肖
ヨ

今
年
は
従
来
と
異
り
、
部
落
　
　
．喘
口
‐

代
表
八
名
の
ほ
か
に
区
の
委
員
　
　
　
　
て
　
．
‐

六
名
、
ク
ラ
ブ
代
表
八
名
を
加
　
　
　
木
村
富
士
子
さ
ん
（
五
区
）

え
カ
ラ
オ
ケ
の
独
唱
、
デ

ュ
エ
　

ｏ
熱
演
賞

ッ
ト
、
歌
と
踊
り
の
共
演
を
混
　
　
「
お
久
し
ぶ
り
ね
」

え
独
創
的
な
演
出
で
開
催
し
、
　
　
　
松
島
浩
子
さ
ん
他
（
二
区
）

区
民
の
出
足
や
声
援
者
が
多
く
、
　

そ
の
他
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

か
つ
て
な
い
盛
大
な
大
会
と
な
　
賞
を
受
賞
し
た
。

っ
た
。

ｒ

パ
′
′

下
市
田
公
民
館
組
織

―
委
員
会
で
検
討
―

下
市
田
区
で
は
将
来
の
公
民

館
組
織
の
あ
り
方
に
つ
き
正
副

部
落
長
、
区

・
公
民
館
関
係
者

等
の
皆
さ
ん
で
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
下
市
田
分
館
は
か
ね
て
よ
り

他
分
館
と
比
較
し
て
規
模
的
に

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
た
め
各

区
単
位
に
分
館
設
定
に
つ
い
て

論
議
を
行

っ
た
が
結
論
と
し
て

当
面
現
状
の
分
館
組
織
は
そ
の

ま
ま
と
し
、
各
区

へ
公
民
館
業

務
を
遂
行
す
る
主
事
を
設
置
し

部
落
長
と
と
も
に
運
営
を
計
る

こ
と
と
し
代
議
員
会
で
承
認
を

得
六
十
四
年
か
ら
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

六
十
二
年
度
颯
颯
颯
颯
咆
颯
劣
魏
薇

物
愉
下
市
田
文
化
ま
つ
り
行
わ
れ
る

去
る
十
月
二
十
二
日

（土
）

～
二
十
三
日

（日
）
に
公
民
館

に
お
い
て
区
の
文
化
ま
つ
り
を

開
催
し
た
。

当
日
は
区
内
の
日
頃
鍛
え
た

各
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の
作
品

書
、
絵
画
、
生
花
、
盆
栽
、
手

芸
、
陶
芸
の
展
示
、
茶
道
ク
ラ

ブ
の
接
待
。
二
十
三
日
午
後
に

は
敬
老
会
に
併
せ
民
踊
、
カ
ラ

オ
ケ
、
詩
吟
、
大
正
琴
、
保
存

会
青
年
部
の
獅
子
舞
の
披
露
も

あ
り
お
年
寄
り
に
も
喜
ば
れ
盛

大
な
文
化
ま

つ
り
と
な

っ
た
。

・
敬
老
会
招
待
対
象
者

（七
〇
歳
以
上
四
〇
七
名
）

祝
　
二
五
名

祝
　
　
六
名

上
　
　
八
名

生
さ
ん
（
Ｍ
２８
四
区
）

桃
沢
ひ
ろ
ゑ
さ
ん
（
Ｍ
２８
六
区
）

市
岡
ま
す
ゑ
さ
ん
（
Ｍ
３〇
二
区
）

小
川
よ
し
ゑ
さ
ん
（
Ｍ
３〇
五
区
）

仲
平
い
ず
み
さ
ん
（
Ｍ
３１
三
区
）

上
沼
さ
ざ
よ
さ
ん
（
Ｍ
３１

一
区
）

中

島

安
意

さ
ん
（
Ｍ
３１
三
区
）

竹
村
か
を
る
さ
ん
（
Ｍ
３１
六
区
）

林 卒 米 喜
ヨ
=

園 以
対 寿
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■
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シ

リ

ー

0

日
本
の
住
宅
事
情
を

手
軽
に
解
決
す
る
小
住
宅

北
星
ハ
ウ
ス
エ
業
株
式
会
社
中
部
支
店

広
々
と
し
た
田
園
地
帯
、
東
　
ち
に
生
れ
建
設
の
力
強
い
響
き

西
に
そ
び
え
る
中
央
ア
ル
プ
ス
、
が
こ
だ
ま
す
る
。
伊
那
谷
を
代

南
ア
ル
プ
ス
、
そ
の
中
心
を
分
　
表
す
る
下
市
田
工
業
団
地
の

一

け
る
様
に
天
竜
川
が
雄
々
し
く
　
角
に
私
共
が
御
世
話
に
な

っ
た

流
れ
る
。
素
晴
し
い
環
境
の
中
　
の
は
今
春
四
月
。
早
い
も
の
で

に
、
近
代
的
工
場
群
が
あ
ち
こ
　
す
で
に
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。

ホ
ク
セ
イ
ハ
ウ
ス
も

子
供
の
勉
強
部
屋
か

ら
小
住
宅
に
至
る
迄

プ
レ
ハ
ブ

ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
と
し
て
二
十

年
目
を
迎
え
、
お
陰

様
で
業
績
も
年
々
増

加
の

一
途
を
た
ど
り
、

ハ
ウ
ス
業
界
の
中
で

は
全
国
シ
ェ
ア
第
二

位
の
販
売
実
績
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
三
年

前
、
長
野
支
店
と
し

て
、
松
川
町
元
大
島

に
出
店
し
て
以
来
、

業
容
の
拡
大
と
共
に

場
所
も
手
狭
に
な
り
、

こ
の
度
団
地
内
に
移

転
し
、
中
部
支
店
に

名
称
変
更
し
ま
し
た
。

中
央
高
速
道
の
利
用

を
含
め
て
現
在
、
長
野

・
愛
知

岐
阜
の
三
県
下
を
統
轄
し
て
お

り
ま
す
。
名
古
屋

・
松
本
に
営

業
所
が
あ
り
、
毎
日
入

っ
て
来

る
受
注
に
工
事
予
定
を
組
み
現

在
十
数
名
の
組
立
班
が
、
遠
く

は
長
野
県
の
最
北
端
の
飯
山
か

ら
、
南
は
豊
橋

・
知
多
半
島
方

面
に
至
る
迄
中
部
支
店
を
基
地

に
行
き
交

っ
て
お
り
ま
す
。

ハ

ウ
ス
部
材
も
現
在
は
本
社
よ
り

八
〇
％
供
給
で
二
〇
％
を
支
店

で
生
産
加
工
し
て
お
り
ま
す
が

三
ケ
年
計
画
で
工
場
を
増
設
し

て
、
現
地
生
産
九
〇
％
程
度
迄

生
産
を
高
め
る
予
定
で
い
ま
す
。

東
京
の
本
社
生
産
よ
り
も
こ
ち

ら
の
支
店
生
産
の
方
が
単
価
も

安
価
で
生
産
で
き
る
条
件
が
あ

り
、
将
来
に
向
け
て
は
逆
輸
出

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
に
か
く

ハ
ウ
ス
の
需
要
も

日
本
の
住
宅
事
情
と
世
相
を
反

映
し
、
子
供
さ
ん
の
独
立
し
た

部
屋
が
欲
し
い
と
か
、
お
年
寄

り
の
離
れ
が
ほ
し
い
と
云

っ
た

時
に
、
安
く
て
、
早
く
て
、
手

軽
に
求
め
ら
れ
る
点
で
、
社
会

生
活
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
商
品

で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
が

ハ
ウ
ス
が
必

要
な
時
は
、
こ
の
地
区
の
代
理

店
で
は
、
綿
半
ホ
ー
ム
エ
イ
ド
、

ビ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
、
す
ま
い
る

の
各
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
さ
ん
か

最
寄
り
の
農
協
さ
ん
に
て
お
買

い
求
め
下
さ
い
。
下
市
田
工
業

団
地
も
二
年
後
に
は
見
違
え
る

程
工
場
が
立
ち
並
び
、
増
々
発

展
す
る
事
と
思
い
ま
す
。
私
共

も
微
力
な
が
ら
、
農
業

・
商
業

・

工
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
町

私
ど
も
の
会
社
は
、
昭
和
二

十
五
年
五
月
に
東
京
は
新
宿
に

う
ぶ
声
を
あ
げ
て
以
来
光
学
機

器
、
と
り
わ
け
ヵ
メ
ラ
用
交
換

レ
ン
ズ
の
メ
ｌ
ヵ
ｌ
と
し
て
平

界
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て

き
ま
し
た
。

地
域
社
会
の

一
員
と
し
て

ト
キ
ナ
ー
光
学
株
式
会
社
長
野
工
場

作
り
に

一
員
と
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
皆
さ
ん

に
は
何
か
と
御
世
話
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
が
宜
敷
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年
に
は
西
ド
イ

ツ
に
欧
州
駐
在
事
務
所
を
開
設

し
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
高
い
評

価
を
得
て
き
ま
し
た
。
ま
た
昭

和
五
十
五
年
に
は
米
国
に
も
販

売

会

社

「
Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｉ

Ｎ

Ａ

・
０

Ｐ

Ｔ

Ｉ

Ｃ

Ａ

Ｌ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｐ

」

を

設
立
す
る
な
ど
輸

出
を
中
心
と
し
て

大
き
く
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
し
か

し
貿
易
摩
擦
、
円

高
等
の
時
代
の
流

れ
に
つ
れ
近
年
は

国
内
販
売
を
強
化

し
輸
出
比
率
も
八

〇
％
以
上
あ

っ
た

も
の
が
現
在
は
五

五
％
～
六
〇
％
と

国
内
の
比
率
が
増

加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。当
地
と
の
つ
な

が
り
は
昭
和
五
十

五
年
五
月
に
高
森

町
へ

「
ト
キ
ナ
ー

レ
ン
ズ
株
式
会
社
」
を
設
立
し

て
以
来
と
な
り
ま
す
。
き
れ
い

な
空
気
と
ア
ル
プ
ス
％
蔵
だ
、

そ
し
て
人
情
こ
ま
や
か
に
し
て

手
先
の
器
用
な
地
域
の
人
々
に

支
え
ら
れ
、
澄
み
き

っ
た
レ
ン

ズ
の
製
造
に
業
績
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
た
ま
た
ま
生
産
合
理

化
の
た
め
交
換
レ
ン
ズ
の

一
貫

生
産
工
場
を
考
え
た
と
こ
ろ
、

高
森
町
の
吉
川
町
長
さ
ん
は
じ

め
関
係
各
位
の
お
力
ぞ
え
を
得

て
、
す
ば
ら
し
い
環
境
に
あ
る

下
市
田
工
業
団
地
へ
主
力
製
造

工
場
の
完
成
を
み
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
環
境

と
立
派
な
建
物
と
設
備
を
持

つ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
内
部
の
充
実
に
社
員

一
同
努
力
い
た
し
、
高
森
町
の

「緑
と
福
祉
と
文
化
の
町
づ
く

り
」
に
少
し
で
も
寄
与
い
た
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
会
社
概
要

本
　
社
　
東
京
都
町
田
市

野
津
田
町

資
本
金
　
二
億
円

従
業
員
　
約
五
〇
〇
名

長
野
工
場
敷
地
面
積

二
四
四
二
八
″

″
　
建
物
延
面
積

六
三
二
八
″

従
業
員
　
一
五
〇
人

, =~‐
‐

｀
ヽ

｀
＼

顧麗棗日
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猿
楽
塚
（唐
沢
第
一号
）

と
伝

承

唐
沢
原
台
地
の
東
北
端
、
高

森
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
東
南

一
〇
〇

ｍ
の
畑
中
に
東
西

一
一
・

四

ｍ
南
北

〓
二
・
八

ｍ
高
さ

一
・

三
～

一
・
九

ｍ

（平
均

一
・
五

ｍ
）
の
長
方
形
の
土
壇
が
あ
る
。

壇
上
に
は
九

ｍ
に

一
一
・
四

ｍ

の
平
場
が
あ
り
、
全
面
草
生
地

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
地
は
昔

か
ら
下
市
田
区
有
地
に
て
、
割

合
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
大

正
十

一
年
に
故
市
村
先
生
が
故

中
村
秀
雄
氏

（中
村
藤
雄
氏
の

父
）
の
立
合
に
て
実
測
調
査
し

た
時
、
石
室
の
在
否
不
明
に
て

未
発
掘
で
あ
る
。
附
近
か
ら
土‐

冊
器き
・
符
藤
器き
の
破
片
も
散
布

し
て
い
た
が
、
古
墳
で
あ
る
か

不
明
の
点
が
あ
る
。
将
来
高
森

町
教
育
委
員
会
に
て
発
掘
調
査

す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
非
常
に

興
味
が
持
た
れ
ま
す
。

伝
承
に
依
る
と
こ
の
土
壇
は

往
時

（
四
〇
〇
年
位
前
）
こ
の

地
の
領
主
で
あ

っ
た
松
岡
氏
が

舞
台
に
し
一震
．黙
を
催
行
し
た
か

ら
猿
楽
塚
と
い
わ
れ
た
。

松
岡
氏
の
没
洛
し
た
時
、
猿

原

金

　

一
一
（
二
区
）

楽
に
用
い
た
装
束
や
道
具
の
類

を
こ
こ
に
埋
め
て
塚
が
出
来
た

の
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
松
岡
氏

の
菩
堤
寺
安
養
寺
の
鎮
守
神
荒

神
様
の
お
祭
り
が
毎
年
四
月
二

日

・
四
日
に
行
わ
れ
、
松
岡
氏

の
伝
承
の
猿
楽
が
奉
納
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
行
事
が
村
の
一百
五

神
萩
山
神
社
に
う
つ
ら
れ
現
在

も
年
々
の
祭
典
に
は
獅
子
舞
と

お
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

（故
中
村
秀
雄
氏
談
）。

現
在
萩
山
神
社
の
祭
典
に
奉

納
さ
れ
て
い
る
噺
屋
台
の
御
神

楽
は
七
曲
で
あ
る
。
営
捜
一碧
・

雹
緻
Ｔし。笹さ４
．町
・夜ょ投
一碧
・三

誡
・健
費
・だ
酔
の
順
に
奉
納

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
曲
の
御

神
楽
の
中
に
松
岡
城
の
猿
楽
の

曲
が
二
、
三
曲
伝
承
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

明
治

・
大
正

・
昭
和
の
初
め

四
月
二
日
は
荒
神
様
の
屑
祭
り

に
は
夜
神
楽
か
ら
始
め
ら
れ
夜

神
楽
で
終
る
よ
う
に
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
猿
噺
は
猿
楽
ら
し
く

思
わ
れ
、
又
笹
々
噺
は
非
常
に

美
曲
で
す
。
こ
の
三
曲
が
注
目

さ
れ
ま
す
。

区
民
の
皆
様
知

っ
て
い
る
方

教
え
て
頂
き
た
い
。

松
岡
城
と
騎
馬
道

旧
道
羽
根
坂
を
登
り
猿
楽
塚

前
の
唐
沢
原
に
至
り
、
そ
の
唐

沢
原
の
東
北
端
に
吉
田
に
通
ず

る
旧
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
道

は
松
岡
城
の
騎
馬
道
に
て
大
丸

公
園
下
に
て
吉
田
か
ら
の
道
と

一
緒
に
な

っ
て
西
に
進
み
、
高

森
町
南
小
学
校
の
裏
を
通
り
、

昔
小
学
校
の
奉
安
殿
の
あ

っ
た

所

（現
在
は
プ
ー
ル
の
附
近
）

か
ら
現
在
の
通
学
道
路
に
そ

っ

て
角
田
原
を
進
み
御
射
山
神
社

（古
墳
の
裏
を
通

っ
て
松
岡
城

に
至
る
）
道
は
松
岡
城
の
騎
馬

道
と
い
わ
れ
、
八
十
騎
と
い
わ

れ
た
騎
馬
隊
が
勢
揃
い
し
緊
急

の
時
、
儀
式
、
お
祭
り
に
進
ん

で
い
っ
た
往
時
が
し
の
ば
れ
ま

す
。現
在
で
も
旧
騎
馬
道
と
思
わ

れ
る
道
が
残

っ
て
い
ま
す
。

×

　

　

×

×

×

上

一
、
浜
辺
に
て

暗
い
海
の
中
か
ら
い
く

つ
も
の

波
が
生
ま
れ
て
き
て
、
規
則
正

し
く
寄
せ
て
は
返
す
。

海
か
ら
の
風
は
穏
や
か
で
、
酔

い
の
ま
わ

っ
た
体
に
は
気
持
ち

が
い
い
。
頭
上
に
星
空
が
広
が

り
、
は
る
か
沖
に
は
漁
船
の
灯

が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
秋
が

始
ま

っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
夏

の
に
ぎ
わ
い
が
嘘
の
よ
う
な
浜

辺
は
波
の
音
が
響
く
だ
け
。

防
波
堤
に
腰
を
お
ろ
し
ば
ん
や

り
眺
め
て
い
る
そ
ん
な
風
景
。

今
夜
は
な
ん
だ
か
寂
し
い
ね
。

こ
う
し
て
み
ん
な
と

一
緒
に
い

る
の
に
、
心
だ
け
は
と
て
も
遠

く
に
あ
る
み
た
い
。
闇
の
中
に

消
え
て
ゆ
く
、
た
ば
こ
の
煙
さ

え
悲
し
く
見
え
る
。

波
の
音
が
次
第
に
大
き
く
な
っ

て
仲
間
達
の
声
が
遠
ぎ
か
り
、

今
ひ
と
り
の
奥
一辟
に
迷
い
こ
む
。

昔
、
大
好
き
だ

っ
た
隣
の
女
ノ

子
や
、
天
国
に
い
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
と
猫
の
ミ
ケ
、
そ
し
て
大

人
に
な
る
た
び
に
ひ
と
つ
ず

つ

寿
く
し
て
し
ま

っ
た
夢
や
希
望

を
探
し
て
、
今
宵
限
り
の
夢
旅

行
。
寂
し
い
心
を
道
連
れ
に
薄

沼
　
政
　
夫

（
三

区
）

墨
色
の
空
に
星
が
ひ
と

つ
ず

つ

消
え
ゆ
く
ま
で
―

―

二
、
秋

私
の
背
丈
の
三
倍
は
あ
る
、
背

高
の
っ
ぱ
の
す
す
き
た
ち
。
風

が
吹
い
て
く
る
た
び
に
頭
を
よ

せ
あ

っ
て
、
さ

っ
き
か
ら
何
を

さ
さ
や
き
あ

っ
て
い
る
の
。
も

う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
冬
将
軍
の

こ
と
、
そ
れ
と
も
遠
く
に
見
え

恋
人
た
ち
ら
唾
訂
―

。

「
カ
サ
カ
サ
」
と

「
ザ
ワ
ザ
ワ
」

と
お
し
ゃ
べ
り
す
す
き
。
さ

っ

き
か
ら
見
上
げ
て
い
る
私
を
全

く
無
視
し
て
夢
中
に
話
し
て
る
．

や
わ
ら
か
な
日
射
し
は
、
黄
色

味
を
お
び
た
葉
う
ら
に
影
を
写

し
出
し
、
遠
く
の
山
は
色
づ
き

始
め
て
、
青
い
空
に
自
い
雲
が

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
ゆ
く
。
そ
れ

は
す
て
き
な
秋
の

一
日
。

空
は
日
増
し
に
輝
き
を
失
い

そ
の
深
さ
を
増
す
。

そ
れ
が
頂
点
に
達
し
た
時
、
夏

は
完
全
に
終
わ
り
を
告
げ
る
。

今
ま
で
大
事
に
抱
い
て
い
た
思

い
出
は
そ
の
瞬
間
―

―

き
ら
め
く
星
と
な
り
、

波
方
の
空
に
飛
散
す
る
。

■

唐沢第一号古墳

′Lヽ

の

素ス

描
i

画チ

一史
跡
め
ぐ

・

・・

・●

■

一
■

-4-
印

‐―
‐二

下

田
・.・ ′ 1_・ .

⌒   
・レノ
‐ ・

Vノ ..,ヽ
‐
_...

」

「

 /
口 r■・.:`li・ 11■′

士普‐:ifr・ ::=
"H:  :

::力 I
,(14)●



第 14号(7)昭和63年 12月 1日 下 市 田 区 報

，

随

　

想

う
ヽ
‘

癌

の

予

防

＝

禁

煙

藤
が
丘
内
科
　
後
　
藤
　
　
晃

近
年
高
齢
化
社
会
に
な
り
、
　

の
比
率
で
は
二
対

一
で
し
た
。

２１
世
紀
初
め
に
は
平
均
寿
命
が
　
こ
の
比
率
は
戦
争
直
後
は
三
〇

９７
歳
位
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
言
　
対
一
で
し
た
か
ら
、胃
癌
の
減
少

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
　
に
比
べ
、
い
か
に
肺
癌
が
増
加

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
省
　
し
た
か
わ
か
り
ま
す
。
胃
癌
の

が
発
表
し
た
昨
年
の
死
因
及
び
　
死
亡
を
肺
癌
の
死
亡
曲
線
が
、

死
亡
者
数
を
見
ま
す
と
、
第

一
　

２１
世
紀
前
に
は
完
全
に
交
叉
す

位
が
癌
で
２０
万
人
を
突
破
し
、
　

る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い

第
二
位
が
心
臓
病
、
第
二
位
が
　
ま
す
。

脳
卒
中
で
し
た
。
こ
れ
を
み
ま
　
　
診
断
率
の
向
上
は
あ
る
に
し

す
と
、
癌

・
心
臓
病

・
脳
卒
中
　
て
も
、
こ
の
肺
癌
の
予
想
以
上

を
避
け
さ
え
す
れ
ば
、
健
や
か
　
の
増
加
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば

な
老
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
　
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
厚
生

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
私
達
　
省
発
表
の
健
康

マ
ッ
プ
に
よ
り

は
、
も
し
出
来
る
こ
と
な
ら
い
　
ま
す
と
、
長
野
県
の
肺
癌
標
準

つ
ま
で
も
生
産
性
の
あ
る
人
間
　
化
死
亡
比
は
、
男
性
の
場
合
全

と
し
て
社
会
に
つ
く
し
て
行
き
　
国
で
最
低
で
こ
れ
は
非
常
に
喜

た
い
も
の
で
す
。
健
や
か
な
老
　
こ
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
近
年

年
を
迎
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
　
こ
の
伊
那
谷
の
大
気
が
年
々
悪

よ
い
か
と
言
う
こ
と
が
、
大
切
　
化
し
て
来
て
お
り
、
こ
の
こ
と

な
問
題
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
　
は
、
ま
だ
大
木
と
は
言
え
な
い

は
死
因
第

一
位
の
癌
に
つ
い
て
、
杉
の
頂
上
が
枯
れ
る
現
象
が
各

又
、
そ
の
予
防
に
つ
い
て
書
い
　
地
区
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も

て
み
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
は

っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
に

一
番
多
い
の
は
胃
　
　
４０
歳
以
上
の
男
性
で
、
喫
煙

癌
、
次
い
で
肺
癌
で
あ
り
ま
す
。
し
な
い
人
も
肺
癌
に
な

っ
て
い

胃
癌
と
肺
癌
の
死
亡
数
は
昨
年
　
て
、
人
口
〓

〓
○
万
対
二
三

・

〇
、
時
々
吸

っ
て
い
る
人
で
は

四
二

・
四
、
二
十
本
か
ら
二
十

四
本
吸
う
人
で

一
三
四

・
三
、

五
十
本
以
上
で
は

一
五

・
三
倍

に
な

っ
て
、　
一
日
喫
煙
本
数
の

多
か

っ
た
人
ほ
ど
、
多
く
肺
癌

で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

未
成
年
で
タ
バ
コ
を
開
始
し

ま
す
と
、　
一
日
平
均
五
本
で
も

非
喫
煙
者
の
三
倍
も
肺
癌
に
な

る
リ
ス
ク
が
高
く
な

っ
て
来
ま

す
。
本
数
を
無
視
し
ま
し
て
も

１５
～
１９
歳
で
開
始
し
ま
す
と
、

非
喫
煙

の
場
合

に
比

べ
六
倍

以
上
の
差
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
喫
煙
開
始
年
齢
は
、
肺
癌

リ
ス
ク
に
非
常
に
影
響
す
る
わ

け
で
、
未
成
年
者
の
喫
煙
は
絶

対
に
止
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
間
接
喫
煙

（受
動
喫
煙
）

の
影
響
で
す
。　
一
日
二
十
本
以

上
吸
う
夫
を
も

つ
非
喫
煙
の
妻

の
肺
癌
の
リ
ス
ク
は
、
夫
が
非

喫
煙
の
場
合
に
比
べ
、
約
二
倍

高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

癌
に
な
り
た
い
人
は
タ
バ
コ

の
煙
に
近
づ
き
ま
し
ょ
う
。

草
木
染

に
魅

せ
ら
れ

て

手

塚

和

子

（
二
区
）

突
然
に
原
稿
の
依
頼
を
う
け
　
な
り
ま
し
た
。
お
茶

・
玉
ね
ぎ

気
楽
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
　
の
皮

・
よ
も
ぎ
を
ゆ
で
れ
ば
そ

私
は
困

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
　

の
汁
を
、
栗
の
渋
皮
煮
を
す
れ

お
母
さ
ん
が
し
て
い
る
草
木
染
　
ば
そ
の
汁
を
、
黒
豆
を
煮
れ
ば

で
も
書
け
ば
と
言
わ
れ
て
、
そ
　
そ
の
汁
を
と
何
で
も
染
め
て
見

れ
な
ら
何
と
か
と
思
い
筆
を
取
　
た
く
な
り
ま
す
。
媒
染
剤
も
鉄

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
水
灰
汁
明
ば
ん
と
三
と
う
り
に

別
所
温
泉
に
旅
行
し
た
と
き
　
必
ず
入
れ
て
見
ま
す
が
不
思
議

草
木
染
の
お
店

へ
入

っ
て
織
上
　
に
パ
ッ
と
色
が
変
化
し
て
ど
れ

が
っ
て
い
た
梅

・
山
も
も
の
や
　
も
本
当
に
大
好
き
な
色
に
な
る

わ
ら
か
い
暖
か
み
の
あ
る
深
い
　
の
で
す
。
板
〆
絞
り
に
し
て
マ

色
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　

　

　

フ
ラ
ー
に
し
た
り
、
先
日
も
良

寒
さ
も
過
ぎ
ぽ
か
ば
か
し
た
　
寛
の
書
を
旅
先
で
買

っ
て
来
ま

或
る
日
お
寺
に
参
り
ま
し
た
ら
　
し
た
の
で
表
装
の
布
を
紬
地
に

私
の
大
好
き
な
寒
紅
の
梅
の
盛
　
お
茶
と
鉄
水
で
草
木
染
を
し
て

り
で
し
た
。　
一
枝
い
た
だ
き
鉄
　
表
具
屋
さ
ん
に
こ
し
ら
え
て
い

を
入
れ
る
と
芯
ま
で
紅
が
さ
し
　
た
だ
き
、
私
だ
け
の
思
い
出
の

て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
き
　
額
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
で
は

っ
と
ピ
ン
ク
の
別
所
で
見
た
あ
　
人
が
色
を
流
行
さ
せ
紫
な
ど
洋

の
色
が
染
ま
る
の
で
は
な
い
か
　
．

と
胸
お
ど
ら
せ
花
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
い
た
後
に
、
枝
を
小

さ
く
刻
ん
で
煎
じ
出
し
絹
の
布

を
入
れ
る
と
、
思

っ
た
と
お
り

あ
わ
い
ピ
ン
ク
色
に
染
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
明
ば
ん
を
入
れ
る

服
に
は
到
底
着
ら
れ
な
い
と
思

う
色
で
も
流
行
と
成
る
と
そ
れ

が
着
て
い
る
人
を
新
人
に
見
せ

か
け
て
引
立
た
せ
る
も
の
で
す
．

昔
の
人
も
自
分
を
美
し
く
見
せ

た
い
と
い
う
本
能
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
し
て
野
や
山
に
生

え
て
い
る
草
木
を
取

っ
て
き
て

染
め
た
の
で
し
ょ
う
。
赤
い
萩

の
花
が
咲
け
ば
そ
の
汁
を
こ
す

り
つ
け
て
模
様
を
描
い
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
洗
え
ば

落
ち
て
し
ま
う
は
か
な
い
飾
り

で
あ

っ
て
も
昔
の
女
の
ゆ
た
か

さ
を
感
じ
ま
す
。

天
然
の
草
や
木
の
持

っ
て
い

る
色
の
美
し
さ
、
あ
た
た
か
く

て
、
や
さ
し
く
て
、
不
思
議
に

嫌
み
が
な
い
の
で
す
。
庭
の
も

み
ぢ

・
花
す
お
う

。
す
す
き
の

穂

・
い
た
ど
り
、
何
で
も
ど
ん

な
美
し
い
色
が
出
る
か
と
楽
し

み
に
乾
燥
し

て
あ
り
ま
す
＾

古

い
ち
り
め

ん
を
染
め
て

何
を
作
ろ
う

か
と
、
又
こ

れ
が
私

の
楽

し
み
な
の
で

｀   ■
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市

小

三
　
酒

わ
た
し
の
家
で
は
、
市
田
柿

を
作

っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
ほ
し
柿
が
大
す

き
な
の
で
、
早
く
食
べ
れ
る
よ

う
に
、
な
ら
な
い
か
な
あ

っ
て

ず

っ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
な
い
だ

一
番
早
く
こ
の
来

た
柿
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
わ
た
し
の
大
す
き
な
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
よ
り
も
あ
ま
く
て
と

っ
て
も
お
い
し
か

つ
た
で
す
ｏ

今
日
は
、
学
校
が
お
休
み
だ

っ
た
の
で
ほ
し
柿
作
り
の
お
手

つ
だ
い
を
し
ま
し
た
。

あ
ま
い
白

い
こ
が
、
き
れ

に
出
る
よ
う
に
、
柿
も
み
機

オ市
井

　
　
　

恵

（
三
区
）

い
う
機
か
い
に
柿
を
入
れ
る
お

手

つ
だ
い
を
し
ま
し
た
。
ど
ん

な
こ
と
か
と

い
う
と
、
下
し
て

広
げ
て
あ

っ
た
柿
を
、
ザ

ル
に

入
れ
機
か
い
ま
で
は
こ
ん
で
、

中
に
入
れ
て
ス
イ

ッ
チ
を
お
す

仕
事

で
す
。
グ

ル
グ

ル
回
る
こ

と
に
よ

っ
て
、

こ
が
き
れ
い
に

出
る
そ
う

で
す
ｃ

お
母
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、
こ

と
い
う
の
は
、
し
ぶ
柿

の
あ
ま

い
せ
い
分
が
出

て
来

て
白
く
な

る
ん
だ
と
、
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。柿
を
お
い
し
く
す
る
に
は
、

い
ろ
い
ろ
手
ま
が
か
か
る
ん
だ

な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
お

い
し
い
柿

が
で
き
る

よ
う
に
、

い

っ
し

ょ

う
け
ん
め

い
お
手

つ

だ
い
を
し

よ
う
と
思

い
ま
す
。

と
を
信
じ
て
い
て
く
れ
る
こ
と

な
ん
だ
と
思
い
、
引
き
う
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

三
年
生
に
な
る
前
の
春
休
み
、

役
員
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
登
校
し

今
年
の
活
動
計
画
を
立
て
、
そ

れ
を
役
員
内
で
審
議
し
て
何
度

も
書
き
な
お
し
を
し
ま
し
た
。

四
月
に
な
り
、
活
動
計
画
に

そ
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
初
め
の
う
ち
は
、
思

っ
た
と
お
り
に
い
か
ず
、
か
ん

ぺ
き
な
計
画
を
立
て
た
つ
も
り

の
活
動
も
良
い
も
の
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
六
月
に
入
る

し
た
。
と
ち

ゅ
う
で
、
す
ご
く

苦
し
く
な

っ
て
、
音
が
出
な
く

な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、

す
ご
く
あ
せ
り
ま
し
た
。
練
習

の
時
、
ま
ち
が
え
て
ば
か
り
の

所
が
、
本
番
で
は
、
ち

ゃ
ん
と

上
手
に
で
き
た
の
で
、
す
ご
く

よ
か

っ
た
で
す
。

で
も
、
私
た
ち
が
良
か

っ
た

と
思
う
だ
け
で
は
、

ス
テ
ー
ジ

の
下
で
聞

い
て
い
た
人
の
気
持

ち
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
す
こ

し
心
ぱ

い
に
な

っ
て
、

と
中
体
連
が
あ
り
、
う
ま
く
い

く
か
心
配
で
し
た
が
、
校
長
先

生
や
他
校
の
先
生
か
ら
も

「
高

森
中
の
応
援
は
す
ば
ら
し
い
」

と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
と
て
も

う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

僕
が
応
援
団
長
で
い
ら
れ
る

の
も
、
あ
と
五
ヶ
月
を
残
す
だ

け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

二
月
ま
で
の
応
援
団
の
活
動
は
、

あ
ま
り
目
立
つ
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
最
後
の
引
き
継
ぎ
ま

で
き
ち
ん
と
や
り
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

×
　
　
×
　
　
×

×

「
ど
う
だ

っ
た
］

と
、
聞

い
て
み
た
ら
、

「
す
ご
く
良
か

っ
た
よ
¨

と
、
言

っ
て
く
れ
た
の
で
、
よ

か

っ
た
な
、
本
当
に
大
せ
い
こ

う
だ
、
と
、
思
い
ま
し
た
。

こ
の
太
鼓
の
演
奏
は
、
ず

っ

と
い
い
思

い
出
に
な
る
と
思

い

ま
し
た
。

編

集

後

記

年
月
の
流
れ
は
早
く
、
私
達
編

集
委
員
の
任
期
中
で
最
後
の
区
報

第

一
四
号
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

任
期
中
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
立
派
な
区
報
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

さ
い
ま
し
た
。

ど
う
か
今
後
と
も
区
報
発
展

ヘ

一
そ
う
の
お
力
ぞ
え
を
お
願
い
し

ま
す
ｃ

小
中
学
生
の
作
文

応

援
団

長
に

な

て

中
三
　
宮

下
　
達
　
男

（
一
区
）

候
補
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
委
員
会
の
委
員
長
に
な
り
た

い
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
ぼ
く
は
、
会
長
か

ら
応
援
団
長
を
し
て
み
て
は
ど

う
か
と
い
う
話
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
僕
は
は
じ
め
の
う
ち
は
、

自
分
に
出
来
る
か
ど
う
か
、
不

安
だ

っ
た
の
で
ど
う
し
よ
う
か

と
、
考
え
ま
し
た
が
、
推
薦
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
僕
の
こ

二
年
生
の
十
二
月
に
今
年
の

会
長

・
副
会
長

・
議
長
の
選
挙

も
お
わ
り
、
他
の
役
員
を
決
め

る
だ
け
と
な

っ
た
こ
ろ
、
ぼ
く

は
あ
る
委
員
会
の
委
員
長
に
立

商
工
祭

で
の

太
鼓
の
え
ん
そ
う

小
六
　
久
保
田
　
美
　
雪

（六
区
）

十

一
月
二
十
日
に
、
私
達
は
　
い
き
ん
、
や
っ
と
い
い
音
が
出

し
ょ
う
こ
う
祭
で
太
鼓
の
演
奏
　
る
よ
う
に
な

っ
た
く
ら
い
で
し

を
し
ま
し
た
。
私
は
、
学
校
の
　
た
。
今
ま
で
す
ご
く
苦
労
し
て

太
鼓
ク
ラ
ブ
で
、
横
ぶ
え
を
や
　
き
た
の
で
、
な
ん
と
か
せ
い
こ

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
達
の
前
に
、
町
の
太
鼓
ク
　
　
ド
ン
ド
コ
ド
ン
ド
コ
…
と
、

ラ
ブ
の
人
達
が
演
奏
し
ま
し
た
。
小
太
鼓
の
人
た
ち
が
打
ち
は
じ

そ
の
演
奏
は
十
五
分
ぐ
ら
い
の
　
め
ま
し
た
。
小
太
鼓
が
ド
ン
ド

演
奏
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
　
コ
を
、
四
回
た
た
い
て
か
ら
、

演
奏
が
終

っ
て
、
私
た
ち
の
番
　
ふ
え
と
、
大
太
鼓
が
入
り
ま
し

に
な
り
ま
し
た
。
ふ
え
を
ギ

ュ
　
た
。
ふ
え
は
、
同
じ
所
を
二
回

ッ
と
強
く
に
ぎ
り
し
め
て
、
ス
　
く
り
か
え
す
の
で
、
前
半
と
後

テ
ー
ジ
に
上
り
ま
し
た
。
　
　
　
半
が
わ
か
れ
て
い
て
、
わ
た
し

私
た
ち
太
鼓
ク
ラ
ブ
の
ふ
え
　
は
後
半
で
し
た
。
前
半
の
、
先

の
人
達
は
、
ま
だ
ふ
え
を
は
じ
　
生
た
ち
が
ふ
い
て
、
後
半
の
わ

め
て
、
半
年
も
た

っ
て
な
い
と
　
た
し
た
ち
が
ふ
き
ま
し
た
。
ち

い
う
く
ら
い
で
し
た
。

つ
い
さ
　
や
ん
と
し
た
、
い
い
音
が
出
ま

癬
.饉

十　
ξ

_二」

ヽ

ヽ


